












要約:小児慢性疾患入院患児の数的、質的変化を検討した。代表的疾患である気管支喘息

ならびに慢性腎疾患は、1984 年頃より減少傾向にあり、最近の入院患児の質的傾向とし

て、心因を加味したものが増加していると思われた。糊の背景として、家族的、学校的問

題が存在すると考えられ、長期療養児に対する心理療法の研究と、がっこう教育との連携

強化が今後益々重用な課題と考えられた。筋ジストロフィー児の心理的問題を文献的に整

理し紹介した。


